
会
員
の
皆
様
に
は
お
変
わ
り
な

い
で
し
ょ
う
か
？
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
令
和
２
年

か
ら
中
止
が
続
い
た
支
部
総
会
を

よ
う
や
く
開
催
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

例
年
は
総
会
に
続
い
て
防
衛
講

話
及
び
意
見
交
換
会
を
実
施
し
て

い
ま
し
た
が
、
準
備
の
都
合
で
総

会
実
施
の
決
定
は
昨
年
末
で
あ
り

ま
し
た
。
従
っ
て
そ
の
時
点
で
は

会
員
皆
様
の
安
全
・
安
心
を
考
慮

し
、
防
衛
講
話
及
び
意
見
交
換
会

の
実
施
は
無
理
と
の
判
断
か
ら
、

総
会
の
み
を
実
施
す
る
こ
と
に
致

し
ま
し
た
。
ご
理
解
を
賜
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

総
会
の
日
時
及
び
場
所
等
に
つ

い
て
は
、
下
記
の
と
お
り
で
す
。

各
議
案
に
つ
い
て
は
、
次
頁
以

降
に
掲
載
し
ま
す
。

終
議
案
は
、

総
会
時
に
提
示
い
た
し
ま
す
。

参
加
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
同

封
の
ハ
ガ
キ
に
て
ご
回
答
を
お
願

い
致
し
ま
す
。
な
お
、
ご
欠
席
及

び
ご
回
答
の
無
い
会
員
の
皆
様
に

つ
い
て
は
、
議
案
の
採
決
に
つ
い

て
議
長
一
任
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

（
支
部
長
記
）
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令
和
５
年
度
総
会



令
和
４
年
度
に
な
っ
てw

i
t
h

コ
ロ
ナ
で

感
染
者
対
応
も
徐
々
に
落
ち
着
き
傾
向
に

あ
り
、
懇
親
会
な
ど
は
無
理
と
し
て
も
、

十
分
な
予
防
措
置
を
講
じ
れ
ば
諸
行
事
開

催
は
可
能
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
世
界
的
に
無
責
任
な
緩
和
措
置
の

実
施
に
よ
り
年
末
に
は
第
８
波
到
来
で
１

日
の
死
者
数
が
５
０
０
人
を
超
え
、
１
月

に
は
１
ヶ
月
で
死
者
が
１
万
人
を
超
え
る

事
態
と
な
り
、
海
外
か
ら
は
既
存
の
ワ
ク

チ
ン
の
効
果
が
期
待
で
き
な
い
新
た
な
変

異
株
患
者
の
入
国
が
あ
り
、
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
に
戻
り
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
の
県
央
支
部
事
業
計
画
に

つ
い
て
は
、
関
係
諸
団
体
や
部
隊
等
と
緊

密
に
連
絡
・
調
整
を
図
り
、
引
き
続
き
基

本
的
に
は
多
人
数
で
の
対
面
作
業
・
行
事

は
自
粛
し
、
メ
ー
ル
やS

N
S

を
活
用
し
た
訓

練
等
の
実
施
に
努
め
る
と
と
も
に
、
会
員

の
安
全
を

優
先
に
考
え
、
４
年
度
３
／

四
半
期
支
部
定
例
理
事
役
会
に
お
い
て
、

令
和
５
年
度
総
会
に
つ
い
て
は
懇
親
会
な

ど
は
中
止
し
、
総
会
の
み
開
催
す
る
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
事
業
実
績

令
和
元
年
か
ら
緊
急
事
態
宣
言
等
の
繰

り
返
し
で
、
引
き
続
き
基
本
的
に
は
多
人

数
が
集
ま
る
事
業
等
は
中
止
、
縮
小
も
し

く
は
自
粛
し
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
に
つ

い
て
は
、
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
事
業
計

画
を
修
正
し
つ
つ
、
部
隊
・
協
力
団
体
等

と
調
整
を
図
り
つ
つ
計
画
実
施
に
尽
力
し

ま
し
た
が
残
念
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
の
計
画

を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

（
１
）
令
和
４
年
度
県
央
支
部
総
会
に
つ

い
て
は
、
３
月
の
理
事
役
会
で
中
止
を
決

定
し
、
会
員
の
皆
様
に
は
早
急
に
連
絡
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
県
定
期
総
会

は
、
代
議
員
会
に
変
更
し
、
６
月
１
２
日

に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

（
２
）
１
／
四
半
期
支
部
理
事
役
会
は
、

県
代
議
員
会
議
案
検
討
並
び
に
県
代
議
員

会
及
び
本
部
総
会
の
委
任
状
取
り
ま
と
め

作
業
の
た
め
１
ヶ
月
早
め
て
５
月
２
８
日

に
実
施
し
た
ほ
か
、
支
部
理
事
役
会
及
び

県
理
事
役
会
は
予
定
通
り
四
半
期
ご
と
に

実
施
し
ま
し
た
。

（
３
）
隊
友
紙
発
送
作
業
及
び
県
央
ニ
ュ
ー

ス
発
刊
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

を
十
分
に
配
慮
し
実
施
し
ま
し
た
。

（
４
）
入
隊
・
入
校
予
定
者
激
励
会
は
、

社
会
情
勢
及
び
会
場
の
利
用
条
件
等
か
ら

小
規
模
化
で
地
本
の
指
導
の
下
ギ
リ
ギ
リ

ま
で
実
施
の
可
否
に
つ
い
て
調
整
し
ま
し

た
が
、
出
席
者
で
あ
る
入
隊
・
入
校
予
定

者
の
安
全
・
安
心
を

優
先
に
考
え
、
協

力
団
体
と
協
議
の
う
え
中
止
し
ま
し
た
。

（
５
）
市
民
祭
り
等
自
治
体
行
事
及
び
基

地
行
事
の
中
止
に
伴
い
、
友
好
諸
団
体
交

流
、
関
係
諸
団
体
交
流
及
び
地
本
協
力

（
募
集
案
内
所
の
広
報
支
援
等
）
を
中
止

し
ま
し
た
。
広
報
官
激
励
会
も
中
止
し
た

こ
と
か
ら
、
７
月
２
９
日
に
支
部
長
が
激

励
品
を
持
参
し
、
厚
木
募
集
案
内
所
を
慰

問
し
ま
し
た
。

基
地
行
事
に
つ
い
て
は
殆
ど
が
中
止
さ

れ
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
が
若
干
落
ち
着

い
た
春
先
に
、
招
待
者
の
み
に
限
定
し
て

厚
木
基
地
日
米
親
善
感
謝
デ
ー
が
４
月
２

３
日
実
施
さ
れ
、
会
員
１
５
名
が
参
加
、

１
０
月
２
９
日
国
際
観
艦
式
予
行
に
特
別

会
員
１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
厚

木
基
地
殉
職
隊
員
追
悼
式
が
１
０
月
２
８

日
実
施
さ
れ
支
部
を
代
表
し
て
支
部
長
が

参
列
し
ま
し
た
。
富
士
総
合
火
力
演
習
は

５
月
２
８
日
に
部
内
者
の
み
で
実
施
さ
れ
、

w
e
b

等
で
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
年
度
末
の
３

月
２
３
日
に
春
祭
り
が
開
催
さ
れ
、
支
部

か
ら
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

（
６
）
部
隊
表
敬
は
極
力
自
粛
し
、
事
前

に
部
隊
と
調
整
し
た
う
え
で
９
月
７
日
、

１
５
日
に
支
部
長
が
厚
木
航
空
基
地
新
着

任
指
揮
官
等
を
表
敬
し
ま
し
た
。

（
７
）
家
族
支
援
に
つ
い
て
は
、
厚
木
航

空
基
地
支
援
団
体
連
絡
協
議
会
が
主
体
の

Ａ
ｔ-

Ｆ
Ｓ
Ｃ
及
び
家
族
会
が
主
体
の
座
間

駐
屯
地
支
援
を
実
施
し
て
お
り
、
７
月
２

６
日
及
び
１
２
月
２
日
に
Ａ
ｔ-

Ｆ
Ｓ
Ｃ
通

信
訓
練
、
５
月
６
月
１
０
月
に
事
務
局
会

議
等
を
実
施
、
９
月
２
２
日
に
支
援
希
望

者
の
人
事
異
動
等
に
鑑
み
、
支
援
者
名
簿

の
更
新
や
通
信
訓
練
を
主
体
と
し
座
間
駐

屯
地
支
援
者
連
絡
網
の
確
認
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

（
８
）
防
災
訓
練
に
つ
い
て
は
、
１
０
月

１
６
日
ビ
ッ
グ
レ
ス
キ
ュ
ー
か
な
が
わ
が

実
施
さ
れ
防
災
部
長
以
下
２
名
が
参
加
、

５
月
、
１
１
月
に
被
災
情
報
通
信
訓
練
が

実
施
さ
れ
そ
れ
ぞ
れ
会
員
６
名
が
情
報
提

供
に
協
力
す
る
と
と
も
に
７
月
、
２
月
の

防
災
部
部
会
な
ど
に
参
加
し
自
治
体
、
部

隊
、
県
隊
友
会
と
の
関
係
を
密
と
し
ま
し

た
。

（
９
）
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
「
神
奈

川
自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り
２
０
２
３
」
は
、

令
和
５
年
３
月
５
日
（
日
）
に
計
画
ど
お

り
開
催
さ
れ
、
年
間
を
通
じ
て
協
賛
金
の

募
集
及
び
集
金
に
努
め
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
事
業
計
画
（
案
）

驚
異
的
な
死
者
の
増
加
と
な
っ
た
第

８
波
の
到
来
で
、
全
く
今
後
の
予
測
が
つ

か
な
い
状
況
と
な
り
、
安
全
安
心
を
重
視

し
「
令
和
５
年
度
県
央
支
部
総
会
」
に
つ

い
て
は
、
理
事
役
の
総
意
と
し
て
懇
親
会

等
は
中
止
し
、
総
会
の
み
の
開
催
を
決
定

し
ま
し
た
。

現
時
点
の
「
令
和
５
年
度
県
央
支
部
事

業
計
画
」
に
つ
い
て
は
、
別
表
第
１
に
示

す
と
お
り
で
す
が
、
日
程
や
実
施
の
可
否

に
つ
い
て
不
確
定
要
素
が
多
く
、
あ
く
ま

で
も
仮
置
き
で
計
画
し
ま
し
た
。

今
後
、
情
勢
を
良
く
見
な
が
ら
事
業
計

画
の
修
正
を
図
り
、
臨
機
応
変
に
対
応
す

る
と
と
も
に
、
会
員
の
皆
様
に
連
絡
・
調

整
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
ご
支
援
協

力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
事
業
部
長
記
）
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績

及
び
令
和
５
年
度
事
業
計
画
（
案
）



令
和
４
年
度
会
計
報
告

令
和
４
年
度
各
種
事
業
等
は
、
事
業
報

告
で
記
さ
れ
た
と
お
り
富
士
総
合
火
力
演

習
の
一
般
見
学
会
、
厚
木
あ
ゆ
祭
り
時
の

納
涼
懇
親
会
及
び
広
報
官
激
励
会
等
の
各

種
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
た
め
収
入
・
支
出
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

流
行
以
前
に
比
較
し
大
き
く
減
少
し
て
お

り
ま
す
。

令
和
５
年
度
予
算
（
案
）

令
和
５
年
度
はw

i
t
h

コ
ロ
ナ
の
時
代
に
突

入
す
る
こ
と
か
ら
、
各
種
事
業
が
復
活
す

る
事
を
祈
念
し
過
去
数
年
間
の
予
算
を
参

考
に
計
画
致
し
ま
し
た
。

令
和
５
度
予
算
（
案
）
の
前
年
度
と
の

比
較
で
異
な
る
計
上
点
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

経
常
収
益
：
納
涼
懇
親
会
及
び
広
報
官
激

励
会
が
実
施
さ
れ
る
事
を
祈
念
し
、

「
雑
収
益
」
に
納
涼
懇
親
会
等
の
参
加

費
３
５
０
，
０
０
０
円
及
び
隊
友
会
本

部
の
議
決
権
に
関
し
交
付
さ
れ
る
通
信

費
１
０
，
０
０
０
円
を
加
え
３
６
０
，

０
０
０
円
。

経
常
費
用
：
「
雑
費
」
に
納
涼
懇
親
会
及

び
広
報
官
激
励
会
で
ホ
テ
ル
へ
の
支
払

い
２
８
０
，
０
０
０
円
、
出
演
者
へ
の

謝
礼
３
０
，
０
０
０
円
、
そ
の
他
４
０
，

０
０
０
円
を
含
め
３
５
０
，
０
０
０
円

及
び
各
種
会
合
等
の
実
施
を
考
慮
し
、

科
目
「
渉
外
費
」
に
５
０
，
０
０
０
円

以
上
を
加
味
し
、
詳
細
に
つ
い
て
は

別
表
第
２
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
新

年
度
も
経
済
的
、
効
率
的
な
予
算
の
執

行
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
経
理
部
長
記
）

令
和
４
年
度
の
事
業
及
び
会
計
に
関
す

る
監
査
結
果
は
、
総
会
当
日
に
報
告
い
た

し
ま
す
。

（
監
査
役
記
）

令
和
５
年
度
の
県
央
支
部
役
員
（
県
本

部
役
員
を
含
む
）
（
案
）
は
、
別
表
第
３

の
と
お
り
で
す
。

（
支
部
長
記
）
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四

第
１
０
２
建
設
大
隊
の
歴
史

昭
和
２
５
年
に
発
足
し
た
警
察
予
備
隊

で
あ
る
が
、
長
崎
県
佐
世
保
市
の
針
尾
駐

屯
地
（
現
在
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク

「
ハ
ウ
ス

テ
ン
ボ
ス
」
の
地

旧
海
軍
佐
世
保
海
兵

団
の
基
地
跡
）
に
創
設
さ
れ
て
い
た
第
５

０
４
建
設
大
隊
第
２
中
隊
を
基
幹
と
し
て

昭
和
２
６
年
５
月
に
大
隊
が
発
足
し
た
。

警
察
予
備
隊
か
ら
保
安
隊
を
経
て
、
自
衛

隊
と
な
っ
た
昭
和
２
９
年
９
月
、
大
隊
は

愛
知
県
の
豊
川
駐
屯
地
に
移
駐
し
た
。
昭

和
３
４
年
９
月
に
起
き
た
伊
勢
湾
台
風
に

よ
る
大
災
害
で
は
救
援
復
旧
作
業
で
大
活

躍
を
し
た
。

昭
和
３
５
年
、
埼
玉
県
朝
霞
市
に
あ
っ

た
米
軍
の
キ
ャ
ン
プ
ド
レ
イ
ク
の
一
部
が

日
本
に
返
還
さ
れ
、
朝
霞
駐
屯
地
を
開
設

す
る
に
伴
い
翌
に
朝
霞
に
移
駐
し
た
。
正

門
付
近
は
旧
川
越
街
道
だ
け
で
周
囲
に
は

畑
が
多
か
っ
た
、
朝
霞
駐
屯
地
は
旧
陸
軍

予
科
士
官
学
校
（
振
武
台
）
の
跡
地
の
一

部
で
あ
る
。
旧
陸
軍
の
隊
舎
も
米
軍
仕
様

に
な
っ
て
い
た
た
め
、
日
本
人
の
体
型
習

慣
に
合
わ
せ
て
自
分
た
ち
で
改
修
し
て
い
っ

た
。
そ
の
後
自
衛
隊
の
色
々
な
部
隊
が
朝

霞
駐
屯
地
に
移
駐
し
て
き
た
。
昭
和
３
６

年
に
は
大
隊
を
２
つ
に
分
け
第
１
０
４
建

設
大
隊
を
誕
生
さ
せ
、
翌
昭
和
３
７
年
に

第
１
０
４
建
設
大
隊
は
宇
都
宮
駐
屯
地
に

移
駐
し
た
。

昭
和
３
９
年
の
前
回
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
、
主
に
相
模
湖
や
戸
田
ボ
ー
ト
場

の
競
技
支
援
を
担
当
し
た
。

部
外
工
事
で
は
、
関
東
・
静
岡
・
長
野

各
県
の
多
く
の
道
路
工
事
や
学
校
等
の
公

共
施
設
の
敷
地
造
成
工
事
等
を
行
っ
て
、

民
生
の
安
定
や
住
民
の
自
衛
隊
へ
の
理
解

の
普
及
に
努
め
て
き
た
。

主
な
工
事
で
は
伊
豆
半
島
西
岸
沿
い
、
大

瀬
崎
か
ら
土
肥
に
至
る
海
岸
沿
い
の
道
路

（
現
県
道
７
号
線
）
の
開
設
、
山
梨
県
の

現
精
進
湖
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
の
開
設
、
伊
豆

新
島
村
の
道
路
開
設
等
、
民
間
業
者
で
は

で
き
な
い
よ
う
な
難
所
の
工
事
が
多
か
っ

た
。
神
奈
川
県
内
の
こ
の
近
く
で
は
、
大

和
市
の
引
地
台
公
園
の
敷
地
造
成
工
事
や

相
模
原
市
内
に
あ
っ
た
米
軍
キ
ャ
ン
プ
淵

野
辺
跡
地
の
約
５
０
棟
の
隊
舎
解
体
工
事

（
現
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
博
物
館

４
個
の
中
学
高

校
が
あ
る
地
域
）
、
中
井
町
の
中
学
校
敷

地
造
成
工
事
等
が
あ
る
。

市
街
地
の
工
事
で
は
、
必
ず
反
自
衛
隊
の

団
体
が
反
対
運
動
を
続
け
る
中
で
作
業
を

す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

座
間
キ
ャ
ン
プ
に
移
駐
し
た
翌
年
の
昭
和

４
７
年
８
月
に
、
第
１
０
２
建
設
大
隊
は

第
３
施
設
群
に
改
編
さ
れ
た
。
そ
の
後
平

成
１
３
年
３
月
に
第
４
施
設
群
に
改
編
さ

れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

（
以
下
次
号
）

Ｅ
Ｍ
ク
ラ
ブ
の
一
階
に
は
、
大
き
な
レ

ス
ト
ラ
ン
等
が
あ
り
ま
し
た
。
二
階
に
は
、

カ
ウ
ン
タ
ー
バ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
酒
を

た
し
な
む
だ
け
で
な
く
、
ビ
リ
ヤ
ー
ド
、

ダ
ー
ツ
等
が
あ
り
広
い
バ
ー
で
し
た
。

あ
る
日
、
同
僚
が
「
二
階
で
た
だ
酒
を

飲
ん
で
き
た
ぞ
」
と
自
慢
げ
に
言
い
ま
し

た
。
そ
の
理
由
を
、
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

二
階
カ
ウ
ン
タ
ー
バ
ー
の
端
に
、
鐘
が
吊

る
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
帽
子
を
か
ぶ
っ
て

バ
ー
に
入
っ
て
き
た
の
に
気
づ
い
た
人
が
、

鐘
に
コ
イ
ン
を
投
げ
つ
け
る
そ
う
で
す
。

鐘
を
鳴
ら
さ
れ
た
人
は
、
二
階
で
酒
等
を

た
し
な
ん
で
い
る
彼
等
に
、
同
じ
飲
み
物

を
一
杯
奢
る
規
則
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。同

僚
は
前
夜
、
二
階
の
カ
ウ
ン
タ
ー
バ
ー

に
い
て
、
こ
の
恩
恵
に
あ
ず
か
っ
た
そ
う

で
す
。
鐘
に
コ
イ
ン
が
当
た
っ
て
カ
ー
ン

と
金
属
音
が
鳴
っ
た
時
、
二
階
に
居
た
皆

は
入
り
口
を
向
い
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
に

は
、
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
入
っ
て
き
た
男
性

が
居
た
そ
う
で
す
。
鐘
を
鳴
ら
さ
れ
た
男

性
は
、
酒
等
を
た
し
な
ん
で
い
る
彼
等
に
、

同
じ
酒
を
奢
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
を
聞
き
つ
け
た
私
達
は
、
二
階
の

カ
ウ
ン
タ
ー
バ
ー
に
通
う
頻
度
が
増
え
ま

し
た
。
私
も
通
い
ま
し
た
が
、
た
だ
酒
を

味
わ
う
事
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
以
下
次
号
）
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航
空
集
団司

令
官

海

将

松
本

完

幕
僚
長

海
将
補

川
村

伸
一

第
５
１
航
空
隊

隊
司
令

１
海
佐

井
上

竜
三

第
６
１
航
空
隊

隊
司
令

１
海
佐

芦
原

賢
治

航
空
管
制
隊

隊
司
令

１
海
佐

櫻
井

猛

第
４
航
空
群

群
司
令

海
将
補

金
山

哲
治

首
席
幕
僚

１
海
佐

中
村

浩
之

第
３
航
空
隊

隊
司
令

１
海
佐

小
俣

泰
二
郎

第
４
整
備
補
給
隊

隊
司
令

１
海
佐

森
岡

信
也

厚
木
航
空
基
地
隊

隊
司
令

１
海
佐

袴
田

重
征

硫
黄
島
航
空
基
地
隊

隊
司
令

１
海
佐

伊
藤

進
吾

そ
の
他
の
部
隊

航
空
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
隊

隊
司
令

１
海
佐

松
浦

幸
一

厚
木
シ
ス
テ
ム
通
信
分
遣
隊
・
厚
木
警

務
分
遣
隊
に
つ
い
て
は
、
割
愛
致
し
ま
す
。

第
４
施
設
群
長
兼
座
間
駐
屯
地
司
令

１
陸
佐

本
多

健
二

厚
木
航
空
基
地

座
間
駐
屯
地

部
隊
指
揮
官

３
月
１
８
日
現
在

会
員
投
稿
欄

座
間
駐
屯
地
開
設
の
頃

竹
内
諒
吉(

陸)(

秦
野
市)

厚
木
基
地
閑
話

そ
の
三

齊
藤

司(

海)
(

綾
瀬
市)
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編
集
後
記

△

Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
の
侍
ジ
ャ
パ
ン
の

活
躍
に
日
本
中
が
沸
い
た
。
ス
ポ
ー

ツ
の
持
つ
力
を
感
じ
た
期
間
で
あ
っ

た
。

△

編
集
子
と
し
て
は
毎
度
の
こ

と
で
あ
る
が
、
原
稿
集
め
に
苦
労

す
る
。
会
員
皆
様
の
積
極
的
な
投

稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
３

月
、
６
月
、
９
月
、
１
２
月
の
中

旬
ま
で
に
送
付
頂
け
れ
ば
掲
載
が

可
能
で
す
。

編
集
子

【
山
谷
２
曹
着
任
の
ご
挨
拶
】

陸
上
自
衛
隊
朝
霞
駐
屯
地
東
部

方
面
隊
後
方
支
援
隊
か
ら
赴
任
し

て
参
り
ま
し
た
。
出
身
は
兵
庫
県

西
宮
市
で
す
。
前
職
で
は
運
用
訓

練
陸
曹
と
し
て
隊
員
の
特
技
管
理

に
従
事
す
る
と
共
に
、
格
闘
指
導

官
と
し
て
隊
員
の
格
闘
練
度
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
前
職

で
の
熱
意
を
そ
の
ま
ま
広
報
官
勤

務
の
熱
意
に
替
え
、
初
心
に
か
え

り
全
力
で
勤
務
い
た
し
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
若
者
に
入
隊
・

入
校
し
て
も
ら
え
る
よ
う
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
も
し
皆
様
の

お
近
く
に
適
任
な
人
材
が
お
ら
れ

ま
し
た
ら
、
引
き
続
き
厚
木
募
集

案
内
所
ま
で
ご
連
絡
頂
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


